
令和７年度 第２回 日本遺産推進協議会 次第 

 

日時：令和７年 12 月 23 日（火） 

午後１時 30 分から 

会場：千曲市役所 応接会議室 

 

 

１．開 会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．協議事項 

（１）令和７年度 日本遺産推進事業 進捗状況報告について 

 

 

（２）令和８年度 日本遺産推進事業計画（案）について 

 

 

４．その他 

   ・ビューポイント整備事業について 

   ・日本遺産認定継続審査について 

   ・日本遺産における魅力増進・コンテンツ造成事業について  

 

 

５．閉 会 



 資 料  

令和７年度 

第２回 千曲市日本遺産推進協議会 
 

 

期日 ： 令和７年 12 月 23 日（火） 
会場 ： 千曲市役所 応接会議室 

 
 



別紙１

令和７年度 日本遺産推進事業 進捗報告

千曲市日本遺産推進協議会事務局

１

１ 人材育成事業

1-① 日本遺産「月の都 千曲」ガイド養成講座【予定】

２ 普及啓発事業

2-① 日本遺産三市連携スタンプラリー事業

内 容

日本遺産の認定を受けている千曲市、上田市、長和町の近隣三市町で連携し、
スタンプラリーを開催。
各市町２か所にスタンプを設置し、３か所達成でクリアファイルをプレゼント、
全６か所達成で抽選に応募可能とした。

実 績
期 間：令和７年７月26日～11月16日
３か所達成者：86名、全６か所達成者：74名

効 果 三市町の日本遺産の周遊、認知度向上につながった。

事業費 70千円（上田市への負担金、景品代）

内 容 日本遺産のストーリーを伝えるガイドを育成する。

予 定
実施日：令和８年２月予定
受講者：20名程度

予 算 350千円（講師謝金、資料作成料等）

２



2-② 小学生対象探検バスハイク

内 容
次世代を担う市内の小学生向けに構成文化財をバスで巡り、日本遺産「月の都
千曲」について学ぶイベントを開催。

実 績

実施日：令和７年８月９日
参加者：14名
行 程：稲荷山の街なみ ⇒ 武水別神社 ⇒ 大池 ⇒ 姨捨駅 ⇒ 長楽寺

⇒ 日本遺産センターで昼食 ⇒ 坂井銘醸酒蔵

効 果
市内の小学生が日本遺産「月の都 千曲」のストーリーを知り、興味を持つきっ
かけを提供できた。

事業費 87千円（講師謝金、バス借上料等）

３

2-③ 日本遺産を巡るシェアサイクルモニターツアー

【行程】
総合観光会館（START）

⇒ 堤防道路
⇒ 大正橋からサイクリングロードへ
⇒ 武水別神社
⇒ 長楽寺・日本遺産センター
⇒ 棚田内（姪石苑、月見荘）を走行
⇒ 高村商店横から県道へ（長い下り坂）
⇒ 更級小学校入口信号から農道へ
⇒ 大正橋まで農道を走行 ⇒ 堤防道路
⇒ 総合観光会館（GOAL）

内 容
信州千曲観光局とともに進める広域シェアサイクルを活用し、秋の日本遺産を
巡るモニターツアーを開催。

実 績

実施日：令和７年11月15日
参加者：９名
ガイド：科野さらしなサイクリング推進委員会 タイラー会長
アンケート：参加者全員が「大変満足」「満足」と回答

「見どころが多くあきない」など好意的な意見多数

効 果
ガイド付きツアーで、日本遺産のストーリーを知るきっかけを提供できた。
また、今後製作予定のサイクリングマップに向けた意見聴取ができた。

事業費 28千円（シェアサイクルレンタル料、保険加入料、講師謝金等）
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2-④ 上田市連携相互バスツアー事業

◙上田市 ⇒ 千曲市

 実施日 令和７年10月29日

 参加者 18名

 ガイド 楽知会

 行 程
稲荷山の街なみ ⇒ 長楽寺 ⇒ 姨捨の棚田
⇒ 長楽寺で昼食 ⇒ 笹屋ホテル豊年蟲
⇒ 坂井銘醸酒蔵

◙千曲市 ⇒ 上田市

 期 日 令和７年11月19日

 参加者 18名

 ガイド 塩田平ボランティアガイドの会

 行 程
生島足島神社 ⇒ 前山寺 ⇒ 中禅寺・前山
塩野神社 ⇒ あいそめの湯で昼食 ⇒ 安楽寺
⇒ 常楽寺 ⇒ 北向観音

内 容
ともに令和２年度に日本遺産に認定された上田市と連携し、相互の日本遺産を
巡るバスツアーを開催。

実 績
アンケート：参加者からの満足度は非常に高く、継続的な実施に期待する声も

多い。

効 果
上田市民向けに千曲市の日本遺産の魅力をPRすることができた。
また、相互の観光ガイドの交流による技術向上にもつながった。

事業費 70千円（ガイド謝金、バス借上料）

５

2-⑤ 日本遺産連盟関連事業

◙日本遺産フェスティバルin倉敷への参加

◙「日本遺産の日」日本遺産マルシェへの参加【予定】

内 容
日本遺産連盟総会への参加、公開講座の実施及びブース出展による来場者
へのPRを実施。

開催日 令和７年10月25日、26日

場 所 倉敷アイビースクエア（岡山県 倉敷市）

事業費 209千円（職員旅費、資料等郵送料）

内 容
２月13日を「日本遺産の日」として、日本遺産をテーマとしたマルシェを
開催。ブース出展を予定。

開催日 令和８年２月14日、15日（予定）

場 所 東京都 有楽町（調整中）

予 算 60千円（職員旅費、資料郵送料） ６



3-① 日本遺産「月の都 千曲」パンフレット増刷（事業費：315千円）

3-② 日本遺産「月の都 千曲」ホームページの管理（事業費：220千円）

R7.4.1～11.30の延件数 R6.4.1～R7.3.31の延件数

ページビュー数 164,496件 214,773件

訪問回数 47,941件 45,001件

お知らせ記事投稿数 34件 42件

3-③ その他の情報発信

 パンフレットを10,000部増刷。
窓口及び各種イベントで配布することにより日本遺産「月の都 千曲」の魅力を発信。

 ホームページ閲覧件数

 お知らせ記事は、楽知会やさらしなルネサンス等関連団体からも投稿。

 月の都深掘りガイド冊子「The MOON CITY」のPDFデータを日本遺産「月の都 千
曲」のホームページに掲載し、ダウンロード可能とした。（事業費：45千円）

 市公式Ｘ（旧Twitter）を活用し、概ね毎週1回情報を発信。

 各種メディアへの情報掲載、紹介映像等提供（信濃毎日新聞、BSよしもと等）

３ 情報発信事業

７

4-① 屋代高校（棚田探求グループ）連携事業（事業費：15千円）

4-② さらしなルネサンス連携事業「お月見をもっと楽しもう！」（事業費：112千円）

◙「姨捨の棚田」の起源を知るウォーキング

 実施日 令和７年５月10日

 参加者 約35名

◙更科田毎月鏡台山の謎を解く！講演会

 実施日 令和７年７月26日

 参加者 約70名

◙アプリで導かれる中秋の名月

 実施日 令和７年10月６日

 参加者 約15名

 内 容 家族で楽しむ棚田の絶景めぐりをテーマにフォトラリー
を開催。

 実 績 実施日：令和７年６月21日
参加者：16名

 効 果 高校生が企画段階から携わり、大人から子どもまで
楽しめるイベントとなった。

４ 連携事業

８



◙姨捨の棚田イルミネーション事業

 内 容 姨捨の棚田に設置した約５千個のペットボタルで「田毎の月」を再現した
ライトアップを実施。更級小学校５学年で工作教室を開催。

 期 間 令和７年11月16日～令和８年３月14日

 効 果 ペットボタル製作を通し、姨捨の棚田に興味を持つきっかけを提供できた。
また、観光客の減少する冬期の来訪者増に期待できる。

4-③ 信州さらしな田毎の月プロジェクト実行委員会連携事業（事業費：333千円）

◙ペットボタル親子組立体験

 内 容 八幡公民館にて、姨捨の棚田ライトアップ用のペットボタルを親子で製作
する体験会を開催。

 実施日 令和７年10月４日

 参加者 49名

９

事業名 区分 主催 実施日

武水別神社 納涼まつり ロゴマーク
使用

楽市楽座でつなぐ会 令和７年７月５日

姨捨の棚田にオオルリシジミを復活
させよう 市民フォーラム

後援、ロゴ
マーク使用

姨捨の棚田オオルリ
シジミ保存会

令和７年７月26日

信州さらしな・姨捨観月祭 ロゴマーク
使用

信州千曲観光局 令和７年10月４日

千曲市ふるさとカレンダー ロゴマーク
使用

信州千曲観光局 令和７年10月10日～

千曲ロケットフェスティバル ロゴマーク
使用

千曲ロケットフェス
ティバル実行委員会

令和７年11月22日

千曲市ウェルカムキャンペーン年末
年始スペシャル

ロゴマーク
使用

信州千曲観光局 令和７年12月１日～

サンライズツアー（バスツアー） 後援 （有）信州観光バス -

５ 関係事業
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6-① 千曲市日本遺産センター管理・運営

 会計年度任用職員４名（月15日勤務）体制にて、施設管理・日本遺産ストーリー
解説・観光案内・土産物販売などに対応。

 令和７年４月～11月の来場者数及び土産物の販売状況

 昨年同時期と比較し、来場者数は約1.03倍、物販売上額は約1.5倍となった。

 アニメ「Turkey！」による効果も大きいものと推察される。
（キャラクターラベルのラムネの販売、スタンプラリー、カードの配布場所など）

男性 女性 子ども 合計 １日平均 合計 １日平均

４月 27 346 347 24 717 26.6 56,050 2,076

５月 26 635 576 60 1,271 48.9 94,160 3,622

６月 25 541 505 279 1,325 53.0 82,750 3,310

７月 27 508 370 26 904 33.5 101,120 3,745

８月 27 645 577 128 1,350 50.0 126,620 4,690

９月 25 663 505 120 1,288 51.5 131,860 5,274

１０月 28 818 538 164 1,520 54.3 250,147 8,934 観月祭来場者（1,700人）

１１月 26 711 608 189 1,508 58.0 210,050 8,079

合計 211 4,867 4,026 990 9,883 46.8 1,052,757 3,569

月 開館日数 備考
来場者数（単位：人） 物販売上金額（単位：円）

６ 市単独事業

11

6-③ 日本遺産センター食堂施設の経営者変更

前出店者の撤退に伴い、新規出店者を募集し、以下のとおり決定。

出店者 パティスリーテロワール 矢島 慎司 氏

業態等
カフェ形態で軽食、ケーキ、焼き菓子などのデザート、ドリンクの提供

営業時間：10時から18時
定休日 ：月、火曜日

開店日 令和８年１月17日（予定） ※令和７年12月６日からプレオープン中

効 果
・地元産食材を使用したメニュー提供による地域活性化
・日本遺産センターの滞在時間の増加
・各種イベント時などでの協力

6-② 庁内会議の開催

 県道改良工事に伴うビューポイント整備事業の調整等のため、以下のとおり関係課
との協議を実施

参集課 観光課、農林課、歴史文化財センター、道路河川課、建築課

実施日

① 令和７年 ４月 14日
② ５月 12日（千曲建設事務所）
③ ７月 30日
④ ８月 27日（千曲建設事務所）
⑤ 12月 １日
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令和８年度 日本遺産推進事業計画（案） 

No. 区分 事 業 名 概 要 

１ 人材育成 
「月の都 千曲」ガイド 

養成講座 
継続 

ガイド技術の向上を目的とした講

座を開催。 

２ 

普及啓発 

日本遺産三市町連携事業 継続 

日本遺産の認定を受けている千曲

市、上田市、長和町の近隣三市町で

連携した企画を実施。（現在協議

中） 

３ 
日本遺産「月の都 千曲」

を巡るバスハイク 
継続 

日本遺産を次世代へ繋げるため、

小学生を対象とした「日本遺産を

めぐるバスハイク」を開催。 

４ 

日本遺産「月の都 千曲」、

「太陽と大地の聖地」 

広域連携事業 

継続 

上田市との連携事業として、相互

の日本遺産をめぐるバスツアーを

開催。広域で事業を行うことで、相

互の日本遺産の魅力を発信。 

５ 

広域シェアサイクル活用

日本遺産シェアサイクル

ツアー 

継続 
広域シェアサイクルを活用し、日

本遺産をめぐるツアーを開催。 

６ 
姨捨の棚田を守ろう！ 

農業体験講座 
新規 

棚田での農業体験を全５回程度の

年間講座として実施。 

７ 

日本遺産連盟事業（日本

遺産フェスティバル、日

本遺産の日）への参加 

継続 

日本遺産連盟総会への参加や、ブ

ースを出展し、来場者へ日本遺産

の PR や物販を実施。 

８ 
日本遺産関連グッズ製作

事業 
継続 

ウェットティッシュなどのノベル

ティグッズを製作。 

９ 

情報発信 

「月の都 千曲」 

ホームページの管理運営 
継続 

「月の都 千曲」専用ホームページ

の管理及びお知らせ記事の投稿。 

10 市公式 SNS での情報発信 継続 
日本遺産関連のイベント告知や情

報を概ね毎週 1回投稿。 

11 

連携・関連 

姨捨の棚田イルミネーシ

ョン事業 
継続 

田毎の月プロジェクト実行委員会

と連携して実施。 

12 関連団体との連携事業 継続 
関連団体の実施事業を把握し連

携。 

13 その他 事務費 継続 資料・パンフレット印刷代等 

※予算査定により、今後事業変更となる場合があります。 

別紙２ 


